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茨田東地区は、災害があり避難を余儀なくされた時、住民は災害時避難所である茨田東小学校へ避難をしま

す。自主防災組織の平時の活動の一環として、避難所開設訓練を実施しています。訓練当日、各町会の地域 

防災リーダーが準備や整理を行い、訓練参 

加者は小学校の東門に集合して、順次体育 

 

 

 

館前へ移動をします。体育館前に避難者受付所を設置し、訓練参加 

者は『避難所受付簿』に必要事項を記入します。今回の受付確認担 

当者は茨田東小学校長先生と教頭先生、鶴見区役所防災担当者が行 

いました。その後、地域防災リーダーが鶴見区役所防災本部へ無線を使い確認連絡を行います。そして、訓

練参加者に避難所利用に関しての説明が行われました。体育館の中には、２ｍ×２ｍと２ｍ×３ｍの白い枠 

が設けられます。大阪市の避難所開設・運営ガイドラインによると１人当たりに必要なスベースとなってい

ます。３mのスペースは体調不良の人 

が必要なスペースとなります。しかし小学 

校の教室や体育館を利用しても、茨田東の 

約３０００世帯を収容することは不可能です。 

自宅での防災対策はとても重要となります。 

鶴見区ではホームページにて 

「新しい防災・避難マニュアル」 

及び「避難所開設・運営マニュアル 

（新型コロナ過版）」を掲載されて 

います。災害に備え、コロナ禍での 

安全な避難や避難所での感染拡大防止の 

参考にぜひご活用ください。 

（下記の QR コードから読み取り可能です） 

 

日時：2022 年 11 月 13 日（日）10：00～   

場所：茨田東小学校体育館 

 

 

 

「新しい防災・避難マニュアル」 

のご案内 HP 

 

 

「避難所開設・運営マニュアル」 

（新型コロナ過版）のご案内 HP 

  

 

 


